
Lau教授（中国・香港城市大学）は、遷移金属錯体化学、特に高原子価錯体による酸化反応の反
応機構に関する研究で、顕著な業績を挙げておられます。	

今回、来日の機会に講演をしていただくことになりました。	
 
ご来聴を歓迎いたします。	


日時：5月8日 (金) 15：00～17：00 

Prof. T. C. Lau!
    Chair Professor of Department of Biology and 
     Chemistry, City University of Hong Kong 

場所：自然系学系棟B215室 

連絡先：小島隆彦 (内線4323) 

無機化学セミナー 

Reactivity of nitrido complexes of 
ruthenium, osmium and manganese 

http://www6.cityu.edu.hk/bhdbapp/deptweb/
profile/ptcl.html	



